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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作動流体リザーバ用の逃しおよび／または吸気弁であって、
　該逃しおよび／または吸気弁は、作動流体リザーバの内部に固定することができる中空
の弁ハウジング（１０）を有し、
　該弁ハウジング（１０）は、弁ハウジング内部（１５）と前記作動流体リザーバの内部
との間での流体交換のための少なくとも１つの連通開口（１３）を有し、
　前記弁ハウジング（１０）は、前記弁ハウジング内部（１５）と逃しライン（２）との
間でのガス交換のための逃し開口（１２）を有し、
　前記逃しおよび／または吸気弁は、前記弁ハウジング内部（１５）に配置された弁体（
２０）を有し、
　前記作動流体リザーバに前記逃しおよび／または吸気弁が取り付けられた位置において
、前記作動流体リザーバの内部の作動流体レベルが遮断レベルよりも低いときに前記弁体
（２０）は前記逃し開口（１２）から離れ、その結果、前記弁ハウジング内部（１５）と
前記逃しライン（２）とが流体連通し、
　前記作動流体リザーバに前記逃しおよび／または吸気弁が取り付けられた位置において
、前記作動流体リザーバの内部の作動流体レベルが前記遮断レベルよりも高いときに前記
弁体（２０）が前記逃し開口（１２）を閉鎖するように、前記弁体（２０）が、前記弁ハ
ウジング内部（１５）において前記作動流体から持上げ作用を受け、その結果、前記弁ハ
ウジング内部（１５）と前記逃しライン（２）とが流体連通されない、作動流体リザーバ
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用の逃しおよび／または吸気弁において、
　前記逃しおよび／または吸気弁は、作動流体リザーバ壁部（１）の内面に固定すること
ができるアダプタ（３１，３２）を有し、
　該アダプタ（３１，３２）が前記作動流体リザーバ壁部（１）と前記弁ハウジング（１
０）との間に配置されるように前記弁ハウジング（１０）を前記アダプタ（３１，３２）
に固定することができ、
　前記アダプタ（３１，３２）は、第１の固定装置（３４）を有し、
　前記弁ハウジング（１０）は、第２の固定装置（１４）を有し、
　前記弁ハウジング（１０）を、前記第２の固定装置（１４）および前記第１の固定装置
（３４）によって前記アダプタ（３１，３２）に固定することができ、
　前記第１の固定装置（３４）は、掛止装置（３４）として設計されており、前記第２の
固定装置（１４）は、掛止開口（１４）として設計されているか、または、
　前記第１の固定装置（３４）は、掛止開口（１４）として設計されており、前記第２の
固定装置（１４）は、掛止装置（３４）として設計されている、
ことを特徴とする、作動流体リザーバ用の逃しおよび／または吸気弁。
【請求項２】
　異なるアダプタ（３１，３２）の使用により、前記作動流体リザーバ壁部（１）と、前
記連通開口（１３）の上縁部との間の異なる距離を達成することができ、かつ、前記連通
開口（１３）の位置は、前記遮断レベルに前記作動流体が達したときに、前記作動流体レ
ベルが前記連通開口（１３）の領域内にあるように設定されている、請求項１記載の逃し
および／または吸気弁。
【請求項３】
　前記アダプタ（３１，３２）は、凹凸のはめあいによらずにおよび／または凹凸のはめ
あいによりおよび／または材料により、前記作動流体リザーバ壁部（１）に接続すること
ができる、請求項１または２記載の作動流体リザーバ用の逃しおよび／または吸気弁。
【請求項４】
　逃しライン（２）を有する作動流体リザーバにおいて、
　該作動流体リザーバは、請求項１から３までのいずれか１項記載の逃しおよび／または
吸気弁を備え、前記逃しライン（２）は、逃し開口（１２）を通じて前記逃しおよび／ま
たは吸気弁と流体連通していることを特徴とする、作動流体リザーバ。
【請求項５】
　逃しおよび／または吸気弁システムであって、
　該逃しおよび／または吸気弁システムは、作動流体リザーバの内部に固定することがで
きる中空の弁ハウジング（１０）を有し、
　該弁ハウジング（１０）は、弁ハウジング内部（１５）と前記作動流体リザーバの内部
との間の流体交換のための少なくとも１つの連通開口（１３）を有し、
　前記弁ハウジング（１０）は、前記弁ハウジング内部（１５）と逃しライン（２）との
間のガス交換用の逃し開口（１２）を有し、
　前記逃しおよび／または吸気弁は、前記弁ハウジング内部（１５）に配置された弁体（
２０）を有し、
　前記作動流体リザーバに前記逃しおよび／または吸気弁が取り付けられた位置において
、前記作動流体リザーバの内部の作動流体レベルが遮断レベルよりも低いときに前記弁体
（２０）は前記逃し開口（１２）から離れ、その結果、前記弁ハウジング内部（１５）と
前記逃しライン（２）とが流体連通し、
　前記作動流体リザーバに前記逃しおよび／または吸気弁が取り付けられた位置において
、前記作動流体リザーバの内部の作動流体レベルが前記遮断レベルよりも高いときに前記
弁体（２０）が前記逃し開口（１２）を閉鎖するように、前記弁体（２０）が、前記弁ハ
ウジング内部（１５）において前記作動流体から持上げ作用を受け、その結果、前記弁ハ
ウジング内部（１５）と前記逃しライン（２）とが流体連通されず、
　該逃しおよび／または吸気弁システムは、それぞれ作動流体リザーバ壁部（１）の内面
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に固定することができる、第１のアダプタ（３１）および第２のアダプタ（３２）を備え
、
　前記弁ハウジング（１０）に接続された前記アダプタ（３１，３２）が前記作動流体リ
ザーバ壁部（１）と前記弁ハウジング（１０）との間に配置されるように、前記弁ハウジ
ング（１０）を前記第１のアダプタ（３１）または前記第２のアダプタ（３２）に固定す
ることができ、
　前記弁ハウジング（１０）が前記第１のアダプタ（３１）に接続されているときには、
前記連通開口（１３）は、前記弁ハウジング（１０）が前記第２のアダプタ（３２）に固
定されているときよりも前記作動流体リザーバ内へさらに深く入り込んでおり、その結果
、前記第１のアダプタ（３１）に対応する第１の遮断レベル（ＳＯＨ１）が、前記第２の
アダプタ（３２）に対応する第２の遮断レベル（ＳＯＨ２）よりも大きく、
　前記第１のアダプタ（３１）および前記第２のアダプタ（３２）はそれぞれ、第１の固
定装置（３４）を有し、
　前記弁ハウジング（１０）は、第２の固定装置（１４）を有し、
　前記弁ハウジング（１０）を、前記第２の固定装置（１４）および前記第１の固定装置
（３４）によって前記第１のアダプタ（３１）および／または前記第２のアダプタ（３２
）に固定することができ、
　前記第１の固定装置（３４）は、掛止装置（３４）として設計されており、前記第２の
固定装置（１４）は、掛止開口（１４）として設計されているか、または、
　前記第１の固定装置（３４）は、掛止開口（１４）として設計されており、前記第２の
固定装置（１４）は、掛止装置（３４）として設計されている、
ことを特徴とする、逃しおよび／または吸気弁システム。
【請求項６】
　前記連通開口（１３）の位置は、前記第１の遮断レベル（ＳＯＨ１）および前記第２の
遮断レベル（ＳＯＨ２）のいずれに前記作動流体が達したときでも、前記作動流体レベル
が前記連通開口（１３）の領域内にあるように設定されている、請求項５記載の逃しおよ
び／または吸気弁システム。
【請求項７】
　前記第１のアダプタ（３１）および／または前記第２のアダプタ（３２）は、凹凸のは
めあいによらずにおよび／または凹凸のはめあいによりおよび／または材料により、前記
作動流体リザーバ壁部（１）に接続することができる、請求項５または６記載の逃しおよ
び／または吸気弁システム。
【請求項８】
　前記第１の固定装置（３４）は、掛止開口（１４）として設計されており、前記第２の
固定装置（１４）は、掛止装置（３４）として設計されている、請求項５記載の逃しおよ
び／または吸気弁システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、作動流体リザーバ用の、遮断弁とも呼ばれる逃しおよび／または吸気弁に関
する。本発明は、さらに、逃しおよび／または吸気弁を有する作動流体リザーバ、および
逃しおよび／または吸気弁システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　作動流体リザーバは、ディーゼル車両からの窒素酸化物エミッションを低減するための
ＳＣＲ法（選択的触媒還元）に必要な水性尿素溶液用の流体リザーバであり得る。この水
性尿素溶液は、例えば計量供給ポンプまたはインジェクタによってＳＣＲ触媒から排気セ
クション内へ噴射される。以下の説明では、燃料リザーバについて言及されるが、全ての
実施の形態は、対応する形式で、水性尿素溶液用の流体リザーバ、またはより一般的に作
動流体リザーバのために使用することもできる。
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【０００３】
　燃料リザーバに燃料を充填するための通常のやり方は、燃料ポンプノズルを燃料リザー
バ内への注入管内に挿入し、これにより、燃料を燃料リザーバ内へ導入させることである
。燃料リザーバが妨げなく充填できるようにするためには、燃料リザーバ内の空気または
燃料リザーバ内の空気／ガス混合物が燃料タンクから逃げ出すことができなければならな
い。なぜならば、そのようにしないと、燃料タンク内の圧力上昇が充填プロセスを妨げて
しまうからである。
【０００４】
　空気を燃料リザーバから逃がすために、逃しラインと流体連通した１つまたは複数の逃
し弁が燃料リザーバに設けられており、逃しラインは選択的に活性炭フィルタと流体連通
させることができる。燃料リザーバから押し出される空気／ガス混合物は、活性炭フィル
タによってろ過され、存在するとしても少量の燃料蒸気のみが環境中へ放出されるか、ま
たは、活性炭フィルタが存在しない場合は、直接に大気中へ放出されることが保証される
。
【０００５】
　以下で単に逃し弁または遮断弁とも呼ばれる、従来技術より公知の逃しおよび／または
吸気弁は、少なくとも１つの連通開口を有する中空の弁ハウジングを備え、連通開口によ
って弁ハウジング内部はその環境と流体連通している。逃し弁が燃料リザーバに取り付け
られている場合、弁ハウジング内部は連通開口を通じて燃料リザーバ内部と流体連通して
おり、これにより、連通開口を通じた燃料リザーバ内部と弁ハウジング内部との間の燃料
および燃料蒸気／空気混合物の交換を可能にしている。弁ハウジング内部は、弁座に配置
された逃し開口を通じて逃しラインと流体連通している。弁ハウジング内部において自由
に移動することができる、フロートまたはフロートエレメントまたは浮揚エレメントとも
呼ばれる弁体は、燃料リザーバ内の所定の作動流体レベル以上において逃し開口を閉鎖し
、これにより、液体および／またはガスが弁ハウジングから逃げ出すことを防止する。所
定の作動流体レベルよりも低いと、弁体は逃し開口から離れ、その結果、弁ハウジング内
部と、逃しラインとは流体連通する。
【０００６】
　逃し開口を閉鎖するほどに弁体が燃料によって持ち上げられる、作動流体レベルと、逃
し弁が固定された燃料リザーバ内壁との間の距離は、遮断高さと呼ばれる。
【０００７】
　例えば隣接する排気システムまたは高い周囲温度により燃料リザーバが加熱されると、
燃料リザーバ内の燃料の蒸気圧力が上昇する。遮断弁が燃料レベルによって閉鎖され、第
２の逃し通路が設けられていないか、または第２の逃し通路が圧力リリーフ弁（圧力保持
弁とも呼ばれる）によって閉鎖されている場合、タンク内部圧力は上昇し、燃料リザーバ
を膨張させる。その結果、燃料リザーバ内の作動流体レベルが下降し、結果として、弁体
も弁ハウジング内で下降し、弁座から離反し、これにより、逃し開口を露出させる。これ
により、燃料リザーバ内に生じた過剰な圧力は、再開放された弁を通って逃げ出すことが
できる。このプロセスは、熱の供給が停止するか、または熱の供給によるガスの遊離と圧
力リリーフ弁を通る漏れとの間に平衡状態が確立されるまで、繰り返される。
【０００８】
　作動流体リザーバ用の、例えば燃料リザーバ用の異なる遮断高さを達成することができ
ることが望ましい。これは、異なる規制が燃料リザーバに対して適用される異なる国で自
動車が販売されるか、同じ弁が複数のリザーバのために使用される場合に必要となるであ
ろう。このために、従来技術は、“立上り管式遮断弁”として公知のものを有し、この場
合、横方向連通開口が、取り付けられた位置における所望の遮断高さまで延びており、よ
り低い作動流体レベルの場合に逃し弁または立上り管式遮断弁を閉鎖することができる。
異なる遮断高さのために、それぞれの場合に、それぞれ異なる弁ハウジングを備える異な
る逃し弁または立上り管式遮断弁を使用する必要がある。この場合、連通開口の位置は所
望の遮断高さに合致させられている。
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【０００９】
　この種の立上り管式遮断弁を用いると、燃料リザーバの充填の間、連通開口が燃料リザ
ーバ内の燃料によって閉鎖されない限り、押し出される燃料蒸気／空気混合物を、連通開
口および逃し開口を通じて活性炭フィルタまたは大気中へ搬送することができる。このタ
イプの逃し弁を用いる場合、遮断高さは、燃料リザーバ内壁と、連通開口の上縁との間の
距離である。作動流体レベルが遮断高さに達すると、燃料リザーバ内部と弁ハウジング内
部との間のガス交換はもはや不可能である。さらに燃料が導入されると、燃料は注入管内
で上昇し、燃料リザーバ内に対応する圧力上昇を生じさせ、これにより、弁ハウジング内
の燃料コラム、ひいてはその浮力により弁体をも上昇させる。弁ハウジング内の所定の燃
料レベルを超えると、弁体が逃し開口を閉鎖する。
【００１０】
　対応して設計された立上り管式遮断弁を有する燃料リザーバを備える自動車が、満たさ
れたまたはほぼ満たされたタンクで停止させられ、その後燃料タンクが加熱されると、燃
料の蒸発によって生じる過剰圧力が、圧力リリーフ弁によって排出されるべきである。し
かしながら、このような圧力リリーフ弁の開放圧力は注入管の高さに合致させられており
、その結果、燃料リザーバはしばしば圧力リリーフ弁が開く前に膨張する。このような場
合、燃料リザーバにおける作動流体レベルが下降する。その結果、連通開口の上側部分は
もはや燃料によって閉鎖されず、燃料タンクの補償体積における燃料蒸気／空気混合物を
、連通開口の上側セクションを通って弁ハウジング内部へ拡散させる。弁ハウジング内部
の作動流体レベルは燃料リザーバ内部の作動流体レベルよりも高いので、燃料蒸気／空気
混合物は、気泡の形式で弁ハウジング内部において燃料コラムの表面まで上昇する。これ
は、ひいては、弁体に対する持上げ作用を低減する。なぜならば、燃料における気泡は、
燃料の有効密度を低下させるからである。その結果、弁体はもはや逃し開口を閉鎖しない
。
【００１１】
　燃料の表面へ上昇する気泡は、燃料の表面を通過するときに小さな滴の形式で燃料を引
き込み、燃料も、換気開口の方向へ拡散し、換気開口を通って換気ラインに進入し、換気
ラインを通って、活性炭フィルタへ到達する。温暖な環境に自動車が長期間停止させられ
ると、上述の燃料損失のプロセスは、換気ラインを通じて長期間継続し、これにより、著
しい量の燃料を、換気および／または吸気システムを介して損失する可能性がある。その
結果、活性炭フィルタが機能する能力が大幅に損なわれ、より多くの燃料蒸気が環境中へ
放出される。
　ＥＰ１５０６８８９Ａ２には、カバーに設けられたブラケットに調節可能にスナップロ
ックされた取付けラグを有し、タンクアクセス開口を閉鎖するためにカバーが設けられて
いる、プラスチックボディ燃料蒸気マネジメント弁が記載されている。これにより、弁は
、ブラケットにおいて鉛直方向で選択的に配置される。燃料蒸気マネジメント弁は、燃料
蒸気マネジメント弁がブラケットと係合させられたときに、カバーに設けられた蒸気換気
フィッティングを収容する。カバーは、タンクアクセス開口を閉鎖するためにタンク壁部
の外面と接続される。
　ＵＳ２０１０／０２５２１２５Ａ１には、軸方向に調節可能な充填リミッタ逃し弁が記
載されている。逃し弁は、上側ハウジング部材と、下側ハウジング部材とを有する。フロ
ートが、上側ハウジング部材内に位置決めされている。上側ハウジング部材は、充填開口
を有する。下側ハウジング部材は、上側ハウジング部材のフランジに対して可変の距離で
上側ハウジングに固定することができる。これにより、上側ハウジング部材の充填開口は
、下側ハウジング部材の上側端部によって部分的に閉鎖される。したがって、上側ハウジ
ング部材２０に設けられた弁座をフロートが閉鎖する燃料レベルは、可変である。逃し弁
は、燃料が充填開口を通って逃し弁に流入するやいなやフロートが即座に弁座を閉鎖する
ように構成されている。
　ＥＰ０７７３１２８Ａ２には、一体的に組み込まれたフランジを介して燃料タンクの外
側と接続されたカバーを有する、車両給油弁アセンブリが記載されている。カバーは、燃
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料タンクの外方へ延びる排出管と、燃料タンク内へ延びるブリード管とを有する。ブリー
ド管は弁座を形成している。給油弁アセンブリは、さらに、フロートが挿入された弁閉込
めセクションを有する。弁閉込めセクションには、蒸気出口ポートが設けられており、こ
の蒸気出口ポートは、燃料タンクの内部を弁閉込めセクションの内部に流体通流可能に接
続している。弁閉込めセクションは、カバーの開口に挿入されたタブを介してカバーと接
続されている。カバーは、燃料タンクの開口を閉鎖している。
　ＵＳ５９６０８１６には、車両燃料タンクにおける様々な異なる取付け要求に適応可能
な、燃料レベル応答式逃し弁アセンブリが記載されている。弁アセンブリは、フランジを
有するトップカバーを含み、フランジを介してトップカバーはタンク燃料壁部の外面と接
続可能である。これにより、トップカバーは、タンク燃料壁部に設けられなければならな
い開口を閉鎖する。弁アセンブリは、さらに、フロートが設けられた主弁体を有する。主
弁体は、トップカバーに設けられた長手方向コネクタを介してトップカバーに接続されて
いる。これにより、トップカバーに対する本体の可変の距離が実現可能である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明の基礎となる課題は、異なる遮断高さを１つの弁ハウジングで達成することがで
き、本発明による逃しおよび／または吸気弁が取り付けられた作動流体リザーバが、満た
されたまたはほぼ満たされた状態で熱にさらされたときに、存在するとしても著しく低減
された燃料損失を生じる、作動流体リザーバ、例えば燃料リザーバまたはＳＣＲ流体リザ
ーバ用の改良された逃しおよび／または吸気弁を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明によれば、この課題は、請求項１に示された特徴によって達成される。有利な実
施の形態は従属請求項に示されている。
【００１４】
　より正確にいえば、本発明による逃しおよび／または吸気弁は、中空の弁ハウジングを
有し、中空の弁ハウジングは、作動流体リザーバの内部に固定することができ、弁ハウジ
ング内部と作動流体リザーバの内部との間の流体交換用の少なくとも１つの連通開口と、
弁ハウジング内部と逃しラインとの間のガス交換用の逃し開口と、を有する。本発明によ
る逃しおよび／または吸気弁は、さらに、弁ハウジング内部に配置された弁体を有する。
作動流体リザーバにおける逃しおよび／または吸気弁の取り付けられた位置において、す
なわち、逃しおよび／または吸気弁が作動流体リザーバに取り付けられているとき、作動
流体リザーバ内の作動流体レベルが所定の遮断レベルよりも低いとき、弁体は逃し開口か
ら離れており、その結果、弁ハウジング内部と逃しラインとは流体連通する。他方で、作
動流体リザーバにおける逃しおよび／または吸気弁の取り付けられた位置において、弁体
は、弁ハウジング内部における作動流体から持上げ作用を受け、これにより、作動流体リ
ザーバの内部の作動流体レベルが遮断レベルよりも上方にあるときには、弁体が逃し開口
を閉鎖し、その結果、弁ハウジング内部と逃しラインとは流体連通しない。逃しおよび／
または吸気弁は、作動流体リザーバ壁部に固定することができるアダプタを備え、弁ハウ
ジングを、アダプタが作動流体リザーバ壁部と弁ハウジングとの間に配置されるようにア
ダプタに固定することができることによって特徴付けられる。
【００１５】
　本発明による逃しおよび／または吸気弁は、１つの弁ハウジングのみを使用して、逃し
および／または吸気弁が取り付けられた作動流体リザーバのために異なる遮断高さを達成
することができるという利点を提供する。これは、遮断弁が遮断高さに直接的に関連して
いるため、それぞれを作動流体リザーバ壁部に接続することができる異なるアダプタを使
用することにより、弁体が逃し開口を閉鎖する遮断レベルを、適切な形式で適応させるこ
とができるからである。遮断高さが大きくなるほど、遮断レベルは低くなる。
【００１６】
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　さらに、異なる遮断高さを達成することができ、１つまたは複数の連通開口の位置は、
遮断レベルに作動流体が達したにもかかわらず、作動流体レベルが連通開口の領域にある
ように同時に選択することができる。その結果、作動流体リザーバが加熱されると、弁ハ
ウジング内部と作動流体リザーバの内部との間のガス交換が引き続き可能である。作動流
体リザーバの内部と弁ハウジング内部との間のガス交換のためにガスが弁ハウジング内の
液体コラムを通って上昇しなくてもよいので、ガスは、液体の滴も一切引き込まず、した
がって、液体が逃しラインに進入することはできない。本発明による逃しおよび／または
吸気弁が取り付けられた燃料リザーバとして設計された作動流体リザーバの場合、前記リ
ザーバは、結果として、満たされたまたはほぼ満たされた状態で燃料タンクが温暖な環境
において停止させられ、これにより、燃料リザーバ内の燃料がかなりの程度まで蒸発させ
られたとしても、前記リザーバは、著しく低減された燃料損失を示す。
【００１７】
　本発明による逃しおよび／または吸気弁は、遮断弁と呼ぶこともできる。なぜならば、
所定の作動流体レベルから、作動流体リザーバから環境へのガス交換を防止するように機
能し、その結果、作動流体リザーバ内の圧力上昇を生じるように機能し、これにより、注
入管に導入された作動流体のレベルが上昇し、これにより、充填プロセスを燃料ポンプノ
ズルによって終了させることができるからである。
【００１８】
　フロートまたは浮揚エレメントとも呼ぶことができる弁体は、取り付けられた位置にお
いて鉛直方向に自由に移動することができる。
【００１９】
　アダプタは、例えば接着剤結合または溶接によって作動流体リザーバ壁部に固定するこ
とができる。代替的に、アダプタを掛止接続部によって作動流体リザーバ壁部に接続する
ことができる。さらに、アダプタをリベット継手によって作動流体リザーバ壁部に接続す
ることもできる。
【００２０】
　アダプタは、好適には第１の固定装置を有し、弁ハウジングは、好適には第２の固定装
置を有する。第１の固定装置および第２の固定装置は、弁ハウジングを２つの固定装置に
よってアダプタに固定することができるように設計されている。
【００２１】
　第１の固定装置は、好適には掛止装置として設計されており、第２の固定装置は、好適
には掛止開口として設計されている。代替的に、第１の固定装置を掛止開口として設計し
、第２の固定装置を掛止装置として設計することもできる。
【００２２】
　これにより、弁ハウジングを単にアダプタに押し込むことによって弁ハウジングをアダ
プタに接続することができるので、アダプタへの弁ハウジングの迅速な固定が可能となる
。
【００２３】
　しかしながら、代替的に、弁ハウジングをアダプタに接着剤結合または溶接することも
できる。これは、弁ハウジングもアダプタも、特別な固定装置を有さなくてもよく、弁ハ
ウジングとアダプタとの接続位置を決定する自由があるという利点を有する。その結果、
異なる作動流体リザーバにおいて連続的な遮断高さを達成することができるが、１つの弁
ハウジングを取り付けるだけでよい。その結果、作動流体リザーバ用の吸気システムを異
なる弁ハウジングの異なる特性に適応させる必要はない。
【００２４】
　発明のその他の利点、詳細および特徴は、以下で説明される例示的な実施の形態から明
らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１ａ】作動流体リザーバ壁部に固定された、逃し開口が弁体によって閉鎖されていな



(8) JP 6231193 B2 2017.11.15

10

20

30

40

50

い、従来技術より公知の、概略的に例示された遮断弁の断面図を示している。
【図１ｂ】逃し開口が弁体によって閉鎖されている、図１ａに示された遮断弁を示してい
る。
【図２ａ】作動流体リザーバ壁部に固定された、逃し開口が弁体によって閉鎖されていな
い、従来技術より公知の、概略的に例示された立上り管式遮断弁の断面図を示している。
【図２ｂ】逃し開口が弁体によって閉鎖されている、図２ａに示された立上り管式遮断弁
を示している。
【図３ａ】逃し開口が弁体によって閉鎖されていない、概略的に示された本発明による逃
しおよび／または吸気弁の断面図を示している。
【図３ｂ】逃し開口が弁体によって閉鎖されている、図３ａに示された逃しおよび／また
は吸気弁を示している。
【図４】分解された状態の第１及び第２のアダプタを有する、概略的に示された本発明に
よる逃しおよび／または吸気弁の断面図を示している。
【図５ａ】図４に示された逃しおよび／または吸気弁の弁ハウジングと第１のアダプタと
が組み立てられたときに得られる、逃しおよび／または吸気弁の断面図を示している。
【図５ｂ】図４に示された逃しおよび／または吸気弁の弁ハウジングと第２のアダプタと
が組み立てられたときに得られる、逃しおよび／または吸気弁の断面図を示している。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　ここで以下に続く説明において、同じ参照符号は、同一の構成部材または同一の特徴を
示し、したがって、１つの図面を参照して提供される１つの構成部材に関する説明は、他
の図面にも当てはまり、説明の繰り返しを回避する。
【００２７】
　以下の図面では、さらに燃料リザーバおよび燃料リザーバ壁部について言及されるが、
本発明は、より一般的に、例えばＳＣＲ流体リザーバの形式の流体リザーバに適用するこ
とができる。
【００２８】
　図１ａおよび図１ｂのそれぞれにおいて、従来技術より公知の遮断弁が断面図で示され
ている。図１ａにおける遮断弁は、作動流体リザーバの内部と環境との間のガス交換が可
能な開放状態にあるのに対し、図１ｂにおける遮断弁は、作動流体リザーバの内部とその
環境との間のガス交換が防止されている閉鎖状態で示されている。
【００２９】
　従来技術より公知の遮断弁は、例えば燃料リザーバ壁部１に固定された弁ハウジング１
０を有する。この固定は、弁ハウジング１０を燃料リザーバ壁部１に溶接することによっ
て達成することができる。例示された遮断弁において、弁ハウジング１０は、弁ハウジン
グ内部１５と燃料リザーバ内部との間の流体交換のために設計された、３つの連通開口１
３を有する。弁ハウジング１０は、さらに、弁座１１に配置された、弁ハウジング内部１
５と逃しライン２との間のガス交換のために設計された逃し開口１２を有する。
【００３０】
　弁ハウジング内部１５には、弁ハウジング内部において鉛直方向に自由に移動すること
ができる弁体２０が配置されている。作動流体または燃料に沈められると、弁体２０は対
応する持上げ作用を受け、その結果、燃料レベルにしたがって弁ハウジング１０における
鉛直方向位置を変化させる。
【００３１】
　図１ａにおいて、燃料レベル４が低いので、弁体２０は逃し開口１２から離れており、
その結果、弁ハウジング内部１５と逃しライン２とは互いに流体連通している。つまり、
例えば加熱により燃料タンク内のガス圧が上昇すると、生じた過剰な圧力を、弁ハウジン
グ１０の側壁に配置された連通開口１３と、逃し開口１２とを通じて、逃しライン２へ放
出することができる。
【００３２】
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　図１ｂでは、燃料レベル４が、図１ａに示された燃料レベルよりも高く、したがって、
持上げ作用により弁体２０が逃し開口１２を閉鎖しており、その結果、弁ハウジング内部
１５と逃しライン２とはもはや互いに流体連通していない。燃料が燃料タンクへ導入され
つづけると、連通開口１３と逃し開口１２とを通じて過剰圧力を逃しライン２へ平衡させ
ることはもはや不可能である。したがって、燃料のさらなる導入は、注入管における燃料
コラムの上昇につながり、注入管内の燃料コラムが燃料ポンプノズルにまで達すると、充
填プロセスは自動的に中断される。
【００３３】
　他方で、燃料リザーバが満たされた状態またはほぼ満たされた状態で車両が停止させら
れ、燃料リザーバが加熱されると、燃料リザーバ内の燃料の一部は蒸発し、燃料リザーバ
の内部圧力を上昇させる。この加圧により、燃料リザーバは膨張し、したがって、燃料レ
ベル４は再び低下する。燃料レベルが低下すると、弁体２０も逃し開口１２から離反し、
燃料リザーバ内の過剰圧力を放散させることができる。
【００３４】
　図１ａおよび図１ｂに示された遮断弁は、異なる遮断高さが必要な異なる燃料リザーバ
のために異なる遮断弁が使用されなければならないという欠点を有している。
【００３５】
　この問題を解決するために、“立上り管式遮断弁”が従来技術より公知であり、図２ａ
および図２ｂに概略的に示されている。
【００３６】
　図２ａおよび図２ｂに示された立上り管式遮断弁の場合、横方向連通開口１３は、取り
付けられた位置における所望の遮断高さＳＯＨまで下降させられ、より低い作動流体レベ
ルまたは燃料レベルで立上り管式遮断弁を閉鎖することができる。したがって、異なる遮
断高さＳＯＨのためには、それぞれの場合に異なる弁ハウジング１０を備える異なる逃し
弁または立上り管式遮断弁を使用する必要があり、弁ハウジング１０の側壁における連通
開口１３の位置は、所望の遮断高さＳＯＨに合致するように適応させられなければならな
い。
【００３７】
　立上り管式遮断弁の場合、燃料リザーバの充填の間、移動させられた燃料蒸気／空気混
合物は、横方向連通開口１３が燃料リザーバにおける燃料によって閉鎖されない限り、弁
ハウジングの側壁に配置された連通開口１３と、逃し開口１２と、逃しライン２とを通じ
て、活性炭フィルタへ搬送することができる。したがって、このタイプの立上り管式遮断
弁を備える遮断高さＳＯＨは、燃料リザーバ内壁１と、横方向連通開口１３の上縁部との
間の距離である。燃料レベル４が遮断高さに達すると、燃料リザーバ内部と弁ハウジング
内部１５との間のガス交換はもはや不可能である。この状態が図２ａに示されている。さ
らに燃料が導入されると、燃料は、燃料リザーバ内へ開口した注入管において上昇し、そ
の結果、燃料リザーバ内の対応する圧力上昇を生じ、弁ハウジング１０内の燃料コラム、
ひいては弁体２０もが、その浮力により上昇させられる。図２ｂに示したように、弁ハウ
ジング１０内の所定の燃料レベルから、弁体２０は逃し開口１２を閉鎖する。
【００３８】
　対応して設計された立上り管式弁を備える燃料リザーバを有する自動車が、燃料タンク
が満たされたまたはほぼ満たされた状態（図２ｂにおける状態）で停止させられ、その後
燃料タンクが加熱されると、燃料の蒸発によって生ぜしめられた過剰な圧力は、圧力リリ
ーフ弁によって排出されるべきである。しかしながら、圧力リリーフ弁の開放圧力は注入
管の高さに合致させられており、その結果、燃料リザーバはしばしば圧力リリーフ弁が開
く前に膨張する。燃料タンクの膨張は燃料リザーバ内の燃料レベルを低下させ、その結果
、横方向連通開口１３の上側部分はもはや燃料によって閉鎖されなくなる。したがって、
燃料リザーバの補償体積における燃料蒸気／空気混合物は、連通開口１３の上側セクショ
ンを通って弁ハウジング内部１５内へ拡散することができる。しかしながら、弁ハウジン
グ内部１５における燃料レベルは燃料リザーバ内部における燃料レベルよりも高いので、
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燃料蒸気／空気混合物は、気泡の状態で、弁ハウジング内部１５において燃料コラムの表
面へ上昇する。これは、燃料における気泡が燃料の有効密度を低下させるため、弁ハウジ
ング内部１５における弁体２０に対する持上げ作用を低下させる。その結果、弁体１０が
下降し、したがって、もはや逃し開口１２を閉鎖しない。
【００３９】
　燃料の表面へ上昇する気泡は、燃料の表面を通過するときに小さな滴の形式で燃料を引
き込み、燃料も、逃し開口１２の方向へ拡散し、逃し開口１２を通って逃しライン２に進
入し、逃しライン２を通って、活性炭フィルタへ到達する。温暖な環境に自動車が長期間
停止させられると、燃料損失のこのプロセスは、逃しラインを通じて長期間継続する。こ
れにより、比較的大量の燃料を、逃しおよび／または吸気システムを介して損失する可能
性がある。
【００４０】
　遮断弁と呼ぶこともできる本発明による逃しおよび／または吸気弁が、図３ａおよび図
３ｂに断面図で示されている。図３ａにおける遮断弁は、逃し開口１２が弁体２０によっ
て閉鎖されていない状態で示されているのに対し、図３ｂには、遮断弁が、弁開口１２が
弁体２０によって閉鎖された状態で示されている。遮断弁は、作動流体リザーバ壁部１に
固定することができるアダプタ３１，３２を有する。図示された例示的な実施の形態では
燃料リザーバ壁部１である作動流体リザーバ壁部１におけるこの固定は、例えば、接着部
、溶接継手またはリベット継手によって達成することができる。代替的に、アダプタは、
対応して設計された掛止装置によって燃料リザーバ壁部に接続することもできる。図３ａ
および図３ｂから、アダプタ３１，３２が燃料リザーバ壁部１と弁ハウジング１０との間
に配置されるように弁ハウジング１０がアダプタ３１，３２に固定されていることが分か
る。
【００４１】
　弁ハウジング１０をアダプタ３１，３２に固定するために、アダプタ３１，３２は、掛
止突起３４の形式の１つまたは複数の掛止装置３４の形式の固定装置３４を有し、弁ハウ
ジング１０は、掛止装置３４の数に対応する数の掛止開口１４の形式の第２の固定装置１
４を有している。弁ハウジング１０をアダプタ３１，３２に押し込むことにより、掛止突
起３４が掛止開口１４に掛止するまで、掛止突起３４が弁ハウジング側壁を押し広げる。
代替的に、弁ハウジング１０を接着部または溶接継手によってアダプタ３１，３２に固定
することもできる。代替的に、アダプタ３１，３２を弁ハウジング１０に螺合させること
もできる。アダプタ３１，３２をねじとして設計することも考えられる。こうすると、連
続的に可変の適応が可能になる。
【００４２】
　図３ａおよび図３ｂに示された遮断弁が作動する形式は、その他の点では、図１ａおよ
び図１ｂに示された遮断弁と同じである。その結果、本発明による遮断弁は、燃料タンク
が圧力にさらされたとき、図２ａおよび図２ｂに示された立上り管式遮断弁を備える場合
のように、燃料が液体形式で逃しライン２に進入する可能性があるという欠点を有さない
。さらに、異なるアダプタ３１，３２は、異なる遮断高さＳＯＨを達成することができ、
その結果、異なる燃料リザーバのための異なる遮断高さを達成するために１つの弁ハウジ
ング１０しか必要でない。これは、遮断弁のストックを著しく簡単にする。なぜならば、
異なる燃料リザーバのために、またはより一般的には異なる作動流体リザーバのために、
異なる遮断弁を使用する必要がないからである。
【００４３】
　図４は、分解された状態における第１のアダプタ３１および第２のアダプタ３２を有す
る、本発明による逃しおよび／または吸気システムを断面図で示している。図４から、第
１のアダプタ３１の軸方向範囲が第２のアダプタ３２の軸方向範囲よりも大きいことが分
かる。
【００４４】
　図４に示された弁ハウジング１０が、第１のアダプタ３１と組み立てられ、その後、燃
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料リザーバ壁部１において燃料リザーバに取り付けられると、図５ａに示された遮断弁が
得られる。他方で、図４に示された弁ハウジングが第２のアダプタ３２に接続されると、
図５ｂに示された遮断弁が得られる。
【００４５】
　図５ａに示された遮断弁では、第１のアダプタ３１に対応する第１の遮断高さＳＯＨ１
は、第２のアダプタ３２に対応する第２の遮断高さＳＯＨ２よりも大きい。したがって、
様々な遮断高さＳＯＨを達成するために、それぞれが同じ弁ハウジング１０に接続されな
ければならない異なるアダプタ３１，３２をストックしておけば十分である。
【符号の説明】
【００４６】
　１　作動流体リザーバ壁部／燃料リザーバ壁部
　２　逃しライン
　４　作動流体レベル／燃料レベル
　１０　弁ハウジング
　１１　弁座
　１２　逃し開口
　１３　連通開口
　１４　（弁ハウジングの）固定開口／掛止開口
　１５　弁ハウジング内部
　２０　弁体／浮揚エレメント／フロート
　３１　アダプタ／第１のアダプタ
　３２　アダプタ／第２のアダプタ
　３４　（アダプタの）固定装置／掛止装置／掛止突起
　ＳＯＨ　遮断高さ
　ＳＯＨ１　第１の遮断高さ
　ＳＯＨ２　第２の遮断高さ
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